
 

《様式１》 

（平成３０年８月２８日 地域創生・人口対策課） 

「第２回アドバイザー会議」における質問内容及び回答内容 

 
                       調書番号：１ 事業名：ふるさと納税促進対策事業費   

 
 

アドバイザー 質  問  内  容 説明者職・氏名 回  答  内  容 

小澤アドバイザー 

 

 

 

 

村上アドバイザー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小口アドバイザー 

 

・使途事業の指定にあたって「県政一般」を指定

した場合、按分などの方法により各事業に割り振

っているとのことだが、その方法は。 

・それぞれ、「県政一般」からどのくらいずつ割り

振っているのか。 

・「やまなしリンケージパスポート」とは、美術館、

文学館などの４館の関係のものか。 

・ふるさと納税のためにつくられたものなのか。 

・市町村分の寄附額は増加傾向だ。サイトをみて

みたが、これだと県よりも市町村へ流れるだろうと

感じた。サイトを通じた寄附とカタログをみての寄

附は、どのくらいずつなのか。 

・カタログはどこに配付しているのか。 

 

・どこの地域からの寄附者が多いのか。 

 

・本県の寄附額、件数とも減少傾向であることに

ついての考え、今後の対策は。 

主査 菊嶋文崇 

 

 

 

 

課長 津田裕美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課長 津田裕美 

 

・予算額などをもとに割り振っている。 

 

 

・森林保全に422千円、富士山保全に2,127千円、青少年育成に1,141千

円、福祉向上に2,977千円、高校教育に1,933千円。 

・それとは別のものであり、これを示すことにより割引などの各種サービス

が受けられるもの。 

・そうではない。もっと広い範囲を対象にしている。 

・（寄附額では）サイトからが約5割、カタログをみてのもの（納付書払）が約

4割、残りは現金。 

 

 

・東京の県人会員に配付したり、やまなしサポーターズ倶楽部交流会、富

士の国やまなし館、大阪事務所などにおいても配付している。 

・居住地別でみると東京都が最も多く、件数では3割、金額では6割。次い

で、神奈川県、埼玉県だが、東京都がダントツ。 

・県よりも市町村の方が人気なのは、全国的な傾向だ。返礼品で市町村と

競争したり、市町村の邪魔をしたりしないようにと考えている。 

・県の方が個々の市町村よりも知名度が高いので、県を入口にして、やが 



 

アドバイザー 質  問  内  容 説明者職・氏名 回  答  内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・毎年度、競合しないよう市町村の返礼品の品目

を調査しているのか。 

・サイトをみると、市町村のものと重なっているよう

だ。もう少し、配慮すべきだ。 

・本県の返礼品の実績をみると、シャインマスカッ

トが圧倒的に多いが、どう考えるか。 

 

・「多様な事業者、銘柄を取り扱うことのできる事

業者」をどのように選定しているのか。 

 

・使途事業の指定にあたって「県政一般」への指

定が４割もあるが、寄附者が事業に魅力を感じて

いないとも言える。「県政一般」を減らしていくよう

な努力をしているのか。 

・使途事業は、具体的なプロジェクトの方がいい

だろう。 

・甲州市においては、返礼品のワインの銘柄を指

定しておらず、サイトには「指定できません」と書

いてある。県では、メーカー名が出てきているが、

どういう考えなのか。 

 

 

 

 

 

 

て市町村に関係づけ、山梨県全体のファンを増やしていきたいと考えて

いる。 

・毎年度、返礼品について工夫したり、種類を増やしたりしているが、今後

も、こうした努力を続けていきたい。 

・市町村分の情報をもっている市町村課と連携して、確認している。返礼

品の選定時、地域などに偏りのないようにしている。 

 

 

・シャインマスカットが入口になり、まず、本県を知っていただき、翌年度は

体験型の返礼品を選んでいただくなどしてもらうとよいと思う。シャインマス

カットがあることは本県の強みだと考えている。 

・例えば、農産品なら、県全体を扱うJA全農やまなし、特産品なら、やまな

し観光推進機構、地場産業振興センター、富士の国やまなし館などの、 

特定のもののみではなく、広く県全体のものを扱うところにしている。 

・「県政一般」を指定した寄附者がどういう方かわからないが、返礼品目的

の方かもしれないし、事業に魅力を感じていない方かもしれない。返礼品

目的なら仕方ないが、今後は、事業の内容、紹介の仕方を工夫していき

たい。 

 

 

・山梨ならではの魅力的なワインを出したいと考えている。例えば、「あじ

ろん」などの個性的なもの。ただ「ワイン」だけだと、どこのものも同じという

感じになってしまうので、個性のあるものを出していきたい。今年度始めた

「日本ワインコンクール受賞ワイン」も魅力的だと思う。 

 



 

アドバイザー 質  問  内  容 説明者職・氏名 回  答  内  容 

 ・ふるさと納税のサイトは大勢の人がみるので、宣

伝効果は大きく、考慮すべき。 

  

 


